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1 はじめに
1.1 自閉症児とソーシャルス トー リーT､-
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表 1 ソーシャルス トー リー 'Mを利用 した介入の研究報告
介入 ソー シャルストー リー 'Lt
著者 年 実験計画




Swaggartet 1995AB 11歳 女 自閉 表出言語あり あいさつ 大学の付属 担任教 不明
aL (Daniele) 症 ･ エコラリア 攻撃行動 病院にある 師
7歳 男2名 PDD 物の共有 特殊教育ク
(Adamand ラス
Darrel)
Kutler, 1998ABAB 12歳 男 自閉 認知 :60ケ月 かんしゃく 学校
Myles& 症. 理解言語 :48ケ月 の前兆行動
Carlson 脆弱Ⅹ 表出言請 :24ケ月
症候群 (Callier-AzusaScale)












i: N｡rriS& 1999AB 8歳 女 中 .軽 正常
I Datilo 度自閉
症
Thiemann& 2001対象者間 11歳6ケ月 男 非自閉 PPVT-R67
Goldstein の多層べ (Dan) 症 ･自 ppvT-R41∫




























(1-2文 用可能｡維持 ･般化はしない｡ sivebehavior
/ページ) Danie1e/greet-8&8
写真あり ing















研究者 マルチメデ 効果はあったが,期待された Participantl
イアソーシ 場面間の般化は観察されなか mean
ヤルスト- った｡学校への適応は容易で Participant2
リー●▲ あった｡般化 ･維持は部分的 mean
に観察された｡ Participant3
mean


























教師 観察者の ト 言語プロ 不明








































Bledsoe& 203ABAB 13歳 男
Myles
アスペ IQ82 食事中の食 学校のラン 研究者 介入実施
ルガ- (VIQ83,PIQ83:べこぼしと チルーム
症候群 WISC-孤) Hをぬぐう
ADHD 91-97 (WJ-R) こと
特別支援学校在籍
KuocIl& 2003ABA 3歳10ケ月 男 自閉症 PPVT-R95 共有行動 家庭 母親 ソーシャル
Mirenda ACABA (Andrew) 自閉症 PPVTIR44 食事のマナ サマースク 指導員 ス トー リー







Adamsetal.2004ABAB 7歳 男 自閉症 同年齢児童に比べ算 家庭課題中 家庭 (観察
数と読みが低学力 の不適応行 場面は家庭
全般的身体運動の遅 動 (泣く, と学校)
れ 叫ぶ,倒れ
る , た た
く)
Bal･ry& 2004対象者間 7歳 女(Holy) 自閉症 言語の復唱ができる, 遊びの場の 学校





Ivey,HeAin 2004ABAB 7歳5ケ月 男 pD工)一 学年相応の学九 表 新 しい状況 家庭













Cronzier& 2005ABAC 8歳 男 自閉症 PreprlmerWOrdlist個別の課題 学校
Tincani の90%が読め, 中のおしゃ (スト-リ
PrlmerWOrdlistの べりの減少 -の読み聞











不明 フック形式 介入実施により改善を見せた Mouthwipes 25.0
(4ページ) が,介入の除去によって効果 Spils
写真あり は失われた｡

































研究者 ブック形式 ソーシャルス トー リー lhTは新 Adam





























表 1 ソーシャルス トー リー TMを利用 した介入の研究報告(続き)
対象者 介入 ソー シャルストー リー Tu 効果量
わり 方法 有無 標的行動
著者 年 実験計画
年齢 .性別 診断名 知的なレベル 標的行動 介入場所 介入者 聖 者の関 他の介入 作成 形式と絵の 主な結果 対象者(場面)/PND
Scatone, 2006対象者間 8歳 男(Steven) 自閉症 IQ67(K-ABC) 自由時間の 学校
Tingstrom& の多層ベ 13歳 男(Drew)
Wilczynski -スライ 8歳 男(Bily)
ン
Soenksen& 2006場廊間の 5歳 男
Alper 多層ベー
スライン



















2007Afi 9歳8ケ月 男 アスペ WISCでsuperiorビデオに示 自宅
ルガ- レベル
症候群


































































読書の時間 学校 研究者 ス トー リー Cフェ- 研究者 7､ック形式 ソーシャ)レスト-リー｢hlを観
に常同約に (スト-リ もしく の作成,介 ズではS
と､こかをた -の読み間 は担任 人の実施, Sを見る











? ? ? ?
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福田 ･井上 207ABCD 7歳5ケ月 男 高機能 IQ78(WPPSI.不適切な社 自宅



































Reynhout&208ABC 8歳8ケ月 女 自閉症 PPVT-Ⅲ 40 グループで 学校 筆者も ス トー リー Cフェ- 研究者 ブック形式 対象生徒の認知の問題によっ
Carter (DSM-ABI 67 の読み聞か (ス ト-リ しくは の作成,介 ズではS







(1文//ペ てソーシャルス トー リーrゝⅠは
-ジ) 効果を示さなかった｡
写真あり




ルガー 117,非言語性 クト,微笑 - (ソーシ
症候群 99:KBITう むこと,自 ヤルスト-


































































































































































































































































つのソーシャルス トー リーT"が導入され,ス トー リ
ーに提示された行動の直接の介入が行われた｡直接















































た｡Gray(2004) r''は,ソーシャルス トー リー 'r"
比に合致しないものはソーシャルストー リー 1"では
ないとしているため,彼らの修正版ソーシャルスト
















































































































































































































- 2 1 -
岡田 信吾 ･大竹 喜久･柳原 正文
からのプロンプティングを受けた｡この研究におい
ては,ソーシャルス トー リー T"の理解を確かめる質



















児はSlとS2であった｡slは7歳 5ケ月で 6歳 1ケ






















ス トー リー r"と差し替えられた｡続 くD条件ではス
トーリーの内容の理解を確かめる問題が与えられ,





























































































た｡ソーシャルス トー リー 川はブック形式で6-
10ページであった｡ソーシャルス トー リーmlはビ





















































∴ ･ 号 ._
腰 髄 潜 噸 僧 侶 僧


















































軍 表 ii 磨


















































































































を採用 した報告が再び増加 した｡Gray (2000,





























































































ス トー リーT"を読むことへの強化子提示 (Bernad-
Ripol,2007`洲;福田 ･井上 2007Lコ2') といったよう
に,ソーシャルス トー リーT"の介入効果を観察でき
るよう,工夫をされた事例が多くなった｡組み合わ

























率的なス トー リー作成に寄与するためス トー リーの
構成文分析が今後の研究課題となると考えられるO
































































































































Q2)福田 誠 ･井上 雅彦 (2007)高機能自閉症児
におけるソーシャルス トー リーによる行動変容
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